
副市長レビュー（春）協議事項調書 

1 部局名 

（課名） 
危機管理監 （危機管理課） 

2 協議事項 

（案件名） 
予防伐採について 

3 背景・現状 

（現状把握で

きる統計数

値など） 

・予防伐採は、台風等の強風による倒木の影響で発生する停電を未然に

防ぐため、配電線に影響を与える恐れのある立木の伐採を行う事業で

ある。 

※奥行きは道路から 15ｍを目安（倒木時に配電設備に影響を与えない

範囲、実作業では配電線や道路への影響を考慮した倒壊範囲を伐採

場所ごとに算出）。 

※幅については、各現場の影響範囲を考慮し想定。 

・2018 年台風第 24 号による倒木、土砂崩れ等により市内では大規模

停電が発生し、天竜区では復旧までに最長１週間を要した。 

・2019 年、天竜区熊地区の自治会等から予防伐採について要望があり、

地元住民との意見交換会を実施した。 

・静岡県は、2020 年から地震・津波対策減災交付金制度に市町の実施経

費の 1/2 を県が補助する補助メニューを追加し、予防伐採を推進して

いる。 

・本市では、森林面積が広く、予防伐採の対象となる箇所も多くある

ことから中部電力と協議し、停電からの早期復旧に重きを置き、復旧

作業における前線基地の場所、携帯型発電機の設置場所を提供した。

また、情報共有のための連絡員の受入、道路啓開の協力などの協定を

2020 年 12月に締結した。 

・これまで、静岡県と中部電力が提示した事業スキームは、市負担が

大きい（実施箇所の選定から地権者交渉、工事委託の発注まで行う）

ものであったが、今回、中部電力が主体となって事業を実施し、市は

負担金の確保と地権者交渉への協力する形で、事業に取り組みたい旨

の提案があった。 



4 検討経過・

課題 

【検討経過】 

・県内他自治体等の費用負担は、別紙１参照。 

※島田市、岐阜県、三重県は中部電力：1/2、県：1/4、市：1/4 

藤枝市、掛川市は都度協議 

愛知県は県、長野県は市町村 

・中部電力が、公共設備の有無や民家の影響戸数、幹線配電線等を考慮

して最優先箇所 10を選定するとともに、優先順位を示した（別紙２）。

・上記とは別に、天竜区以外の候補地４箇所を選定。 

【課題】 

・10 箇所の全体事業費 244,600 千円(市負担額 61,400 千円）と多額の費

用が必要となる。 

・能登半島地震の教訓から、中山間地域におけるライフラインや物資の

確保が必要である。 

5-1 方向性の 

提案 
(目指すべき姿) 

【方向性】 

・2025 年度から毎年２箇所ずつ、５年で 10箇所実施する。 

・事業主体は中部電力、市は負担金を支出する。 

・費用負担割合は中部電力 1/2、静岡県 1/4、市 1/4 とする。 

・単年度事業費：34,100～71,500 千円(市負担額：8,600～17,900 千円) 

【スケジュール】 

月 内容（実施主体） 

4月 地元自治会への説明（中部電力、市） 

5月 地権者との交渉（自治会、中部電力、市）

夏 伐採実施に向けた準備（中部電力） 

冬 伐採実施（中部電力） 

2029 年度までに実施する 

5-2上記の方向

性決定に向

け議論する

事項
(妥当性、必要

性、有効性など)

【妥当性・必要性・有効性】 

・道路寸断等により、孤立が予想される中山間地域は、電力の復旧作業

が長期化することが予想されることから、中部電力が台風等による

電力設備への被害防止（停電の未然防止）を目的に、倒木の恐れがあ

る支障木を平時から予め伐採することは、災害時における公共施設、

市民生活等への大規模停電リスクの低減に有効な手段である。 

・優先順位を決めて計画的に予防伐採を実施することで、負担金の平準

化を図ることができる。 

6 結果 

■提案どおり進める 
□サマーレビューで審議 
□提案内容を一部見直して進める 
□再度、調査研究等を行い検討 
□その他 

具体的内容 

副市長とともに市長と協議する 

7 その他 


